
太
行
路

太
行
の
路

借
夫
婦
以
諷
君
臣
之
不
終
也

夫
婦
に
借
り
て
以
て
君
臣
の
終
ら
ざ
る
を
諷
す
る
也

太
行
之
路
能
摧
車

太
行
の
路
は

能
く
車
を
摧
く
も

く
だ

若
比
人
心
是
坦
途

若
し
人
の
心
に
比
す
れ
ば

是
坦
途
な
り

巫
峽
之
水
能
覆
舟

巫
峽
の
水
は

能
く
舟
を
覆
へ
す
も

く
つ
が

若
比
人
心
是
安
流

若
し
人
の
心
に
比
す
れ
ば

是
安
流
な
り

人
心
好
惡
苦
不
常

人
心
の
好
惡

苦
だ
常
な
ら
ず

は
な
は

好
生
毛
羽
惡
生
瘡

好
め
ば
毛
羽
を
生
じ

惡
め
ば
瘡
を
生
ず

に
く

與
君
結
髪
未
五
載

君
と
髪
を
結
び
て

未
だ
五
載
な
ら
ざ
る
に

忽
從
牛
女
爲
參
商

忽
ち
牛
と
女
の

參
と
商
に
な
る
に
從
ふ

古
稱
色
衰
相
棄
背

古
し
へ
よ
り
稱
す

色
衰
ふ
れ
ば
相
ひ
棄
背
す
と

い
に

當
時
美
人
猶
怨
悔

當
時
の
美
人

猶
ほ
怨
悔
す

何
況
如
今
鸞
鏡
中

何
ぞ
況
ん
や

い
は

如
今

じ
よ
こ
ん
鸞
鏡
の
中

ら
ん
き
や
う

妾
顔
未
改
君
心
改

妾
が

わ

顔
未
だ
改
ま
ら
ざ
る
に

君
が
心
改
ま
る

か
ん
ば
せ

・
・
・
・
・
・
・
・

行
路
難

難
重
陳

行
路
難
し

重
ね
て
陳
ぶ
る
こ
と
難
し

人
生
莫
作
婦
人
身

人
と
生
ま
れ
て

婦
人
の
身
に
な
る
莫
れ

な
か

百
年
苦
樂
由
他
人

百
年
の
苦
樂
は

他
人
に
由
る

行
路
難

難
於
山

險
於
水

行
路
難
し

山
よ
り
も
難
く

水
よ
り
も
險
し

不
獨
人
間
夫
與
妻

獨
り
人
間
の

夫
と
妻
の
み
な
ら
ず

近
代
君
臣
亦
如
此

近
代
の
君
臣

亦
此
の
如
し

か
く

君
不
見
左
納
言
右
内
史

君
見
ず
や

左
納
言
右

な
ご
ん

内
史

な
い
し

朝
承
恩

暮
賜
死

朝
に
恩
を
承
け

あ
し
た

暮
に
死
を
賜
ふ

ゆ
ふ
べ

行
路
難

不
在
水

不
在
山

行
路
難
し

水
に
在
ら
ず

山
に
在
ら
ず

只
在
人
情
反
覆
間

只

人
情
反
覆
の
間
に
在
り

（
大
意
）
太
行
（
漢
土
の
河
北
・
山
西
兩
省
間
の
山
脈
）
の
難
路
は
車
を
壞
す
け
れ
ど
も
、
人
の
心
に
比
べ
れ
ば
ま
だ

平
坦
。
巫
峽
（
長
江
三
峽
の
一
つ
）
の
激
流
の
水
は
舟
を
顛
覆
さ
せ
る
け
れ
ど
も
、
人
の
心
に
比
べ
れ
ば
ま
だ
穩
や
か
。

人
の
心
の
好
き
嫌
ひ
は
變
り
易
く
、
好
き
に
な
れ
ば
猫
っ
可
愛
が
り
、
嫌
ひ
に
な
れ
ば
惡
い
と
こ
ろ
ば
か
り
が
眼
に
つ
く
。

結
婚
し
て
五
年
に
も
な
ら
な
い
夫
と
妻
が
、
初
め
の
牽
牛
織
女
か
ら
絶
對
に
相
逢
は
な
い
オ
リ
オ
ン
座
と
さ
そ
り
座
に

變
る
。
昔
か
ら
女
は
容
色
が
衰
へ
た
ら
棄
て
ら
れ
る
と
云
ひ
、
昔
の
美
人
は
怨
み
悔
や
ん
だ
。
今
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は

な
い
。
鏡
の
中
の
容
色
は
前
の
ま
ま
な
の
に
男
は
心
變
り
。
人
生
は
難
し
い
。
女
に
生
ま
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
一
生

の
苦
樂
は
他
人
次
第
。
人
生
の
行
路
は
山
よ
り
も
難
し
く
水
よ
り
も
危
險
だ
。
難
し
い
の
は
男
と
女
の
間
だ
け
で
は
な

い
。
今
の
世
の
君
臣
の
關
係
も
同
樣
。
天
子
の
幕
僚
や
大
臣
も
、
朝
に
は
重
用
さ
れ
て
晩
に
は
死
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
人

生
の
行
路
の
難
し
さ
は
、
水
に
あ
る
の
で
も
、
山
に
あ
る
の
で
も
な
い
。
た
だ
人
情
の
恃
み
難
さ
に
あ
る
。
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白
氏
文
集

十
二

太
行
路

加

藤

淳

平



よ
く
知
ら
れ
た
詩
で
す
。
人
間
關
係
・
男
女
關
係
と
宮
仕
へ
の
難
し
さ
を
詠
っ
た
こ
の
詩
を
、
古
來
多
く
の
讀
者
が
、

共
感
を
籠
め
て
讀
み
、
暗
誦
し
て
來
た
こ
と
で
せ
う
。

（
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
八
日
受
附
）

二


